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	＜後部反響板＞
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	どん帳ライン
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	プロセニアム開口略図
	スクリーン枠、カットマスク 共吊(一体構造)
	文字幕１　現状吊込中
	S＝1: 100
	緞帳使用時最大高
	吊物機構補足事項  美術バトン、文字幕バトン、袖幕、引割幕、バック幕(引割大黒)は上手綱元手引き 照明バトン各種、反響板吊物、ホリゾント幕は上手操作盤、電動操作 緞帳、スクリーン、引割幕開閉は下手操作盤、電動操作となります
	各文字幕は単独動作(サス、アッパーホリ、ボーダーからは独立)となります
	反響板の天反前吊1、2は共に傾斜用バトンです。天反後吊は天反本体で、吊込用のパイプ、バトン等はありません
	可動プロセニアム最大幅（緞帳使用時）可動プロセニアム最小幅
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